
  
 

一

 
 

 

外
国
人
漁
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
及
び
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
等
に
関
す
る
主
権
的
権
利
の
行
使
等
に
関

す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

 

（
外
国
人
漁
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

外
国
人
漁
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
六
条
の
三
を
第
六
条
の
四
と
し
、
第
六
条
の
二
を
第
六
条
の
三
と
し
、
第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
立
入
検
査
） 

 

第
六
条
の
二 

漁
業
監
督
官
又
は
漁
業
監
督
吏
員
は
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
漁
場
、

船
舶
、
事
業
場
、
事
務
所
、
倉
庫
等
に
立
ち
入
り
、
そ
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
し
、
又
は
関

係
者
に
対
し
質
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２ 

前
項
の
場
合
に
は
、
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。 

 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

第
九
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
第
八
条
の
次
に
次
の
見
出
し
及
び
一
条
を
加
え
る
。 



 

  
 

二

 
 

（
罰
則
） 

 

第
八
条
の
二 

第
三
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
三
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ

れ
を
併
科
す
る
。 

 
 

第
九
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
二
号
の
二
を

第
二
号
と
し
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

 

第
九
条
の
二 

前
二
条
の
場
合
に
お
い
て
は
、
犯
人
が
所
有
し
、
又
は
所
持
す
る
漁
獲
物
等
、
船
舶
又
は
漁
具
そ
の
他
漁
業
、

水
産
動
植
物
の
採
捕
、
採
捕
準
備
行
為
若
し
く
は
探
査
の
用
に
供
さ
れ
る
物
は
、
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

犯
人
が
所
有
し
て
い
た
こ
れ
ら
の
物
件
の
全
部
又
は
一
部
を
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
価
額
を
追
徴
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
九
条
の
三 

第
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
漁
業
監
督
官
又
は
漁
業
監
督
吏
員
の
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は

忌
避
し
、
又
は
そ
の
質
問
に
対
し
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
百
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

 
 

第
十
条
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
の
二
、
第
九
条
又
は
前
条
」
に
、
「
同
項
」
を
「
各
本
条
」
に
改
め
る
。 



  
 

三

 
（
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
等
に
関
す
る
主
権
的
権
利
の
行
使
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
等
に
関
す
る
主
権
的
権
利
の
行
使
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
七
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
三
条
第
二
項
中
「
か
か
わ
ら
ず
、
」
の
下
に
「
漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
（
第
七
十
四
条
第

一
項
、
第
二
項
、
第
四
項
及
び
第
五
項
を
除
く
。
）
そ
の
他
」
を
加
え
、
「
こ
れ
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項

中
「
排
他
的
経
済
水
域
」
を
「
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
排
他
的
経
済
水
域
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、

同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

 

３ 

排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
外
国
人
の
漁
業
等
に
関
す
る
漁
業
法
第
七
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第

一
項
中
「
農
林
水
産
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
農
林
水
産
大
臣
」
と
、
「
漁
業
監
督
官
又
は
漁
業
監
督

吏
員
」
と
あ
る
の
は
「
漁
業
監
督
官
」
と
す
る
。 

 
 

第
十
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
立
入
検
査
） 

 

第
十
五
条
の
二 

漁
業
監
督
官
は
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
漁
場
、
船
舶
、
事
業
場
、



 

  
 

四

事
務
所
、
倉
庫
等
に
立
ち
入
り
、
そ
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
し
、
又
は
関
係
者
に
対
し
質
問

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。 

 
 

第
十
八
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
第
十
七
条
の
次
に
次
の
見
出
し
及
び
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
罰
則
） 

 

第
十
七
条
の
二 

第
四
条
第
一
項
（
第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
五
条
第
一
項
（
第
十

四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
次
条
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
三
千
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

 
 

第
十
八
条
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
第
四
条
第
一
項
（
第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
二
項
、
第
五
条
第
一
項
（
第
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
「
第
四
条
第
二
項
」
に
、
「
次
条
」
を
「
第
十
九
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
次
条
」

を
「
第
十
九
条
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

第
十
八
条
の
二 

第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
漁
業
監
督
官
の
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は



  
 

五

そ
の
質
問
に
対
し
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者
は
、
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。 

 
 

第
二
十
条
中
「
前
二
条
」
を
「
第
十
七
条
の
二
、
第
十
八
条
又
は
前
条
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
二
十
二
条
中
「
第
十
八
条
、
第
十
九
条
」
を
「
第
十
七
条
の
二
か
ら
第
十
九
条
ま
で
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。 





  
 

七

 
 

 
 
 

理 

由 

 

我
が
国
の
領
海
及
び
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
外
国
漁
船
の
違
法
操
業
の
実
態
等
に
鑑
み
、
外
国
人
の
漁
業
等
の
禁
止
又

は
許
可
に
係
る
違
反
及
び
立
入
検
査
の
拒
否
等
に
関
す
る
罰
則
を
強
化
す
る
等
の
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提

出
す
る
理
由
で
あ
る
。 


